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１． 研究計画の概要 
 
社会主義をめぐる思想と体制の関係は，一
般に考えられているよりもはるかに複雑で，
かつ双方向的なものあった．本研究では，政
治経済学における社会主義および社会主義
批判の諸潮流と，旧ソ連の社会主義体制の関
係について，前者が後者の形成・展開過程で
果たした役割と，後者の存在が前者の発展に
及ぼした影響の両面から，その複雑な相互作
用を考察する。具体的には，1.ソ連誕生以前
の社会主義の諸潮流と社会主義批判の状況。
2.ソ連社会主義の確立過程における設計と
試行錯誤の絡み合いの解剖。3.ソ連の現存に
伴う社会主義思想の変化と資本主義認識の
深化の 3点にそくして明らかにする． 
 
２．研究の進捗状況 
これまでの研究を通じて，次の点を明らか

にしてきた｡ 
 1. ロシア革命以前においては，社会主義
の諸潮流のなかで，生存の権利という思想が
中心的な役割を占めており，とりわけロシア
では，生存権を土地の耕作と結びつけ，耕作
者の間での土地の均分を掲げるナロードニ
キ的社会主義が大きな影響力を有していた｡ 
 2. マルクス主義は，全国民経済規模での
生存の保証のためには，生産手段の私的所有
と自由市場からなる資本主義に代えて，国家
による生産手段の直接的管理を実現するこ
とが必要であると主張することによって，生

存権の保証を生産手段の私的所有と市場の
廃絶と結びつけた｡ 
 3. マルクス主義的社会主義の構想に対し
ては，1870-80 年代というきわめて早い時期
に，シェフレやルロワ-ボーリューによって，
その後の議論を多くの点で予見するきわめ
て先駆的で鋭利な批判が行われていた｡ 
 4. ロシア革命直後の時期においては，ミ
ーゼスやブルツクスによる批判と並んで，ポ
ーレによっても独自の意義をもつ社会主義
批判が展開されている｡ 
 5. ロシア革命後のソヴェト体制の確立過
程では，内戦に至る激しい政治闘争のなかで，
万人の普遍的な生存権という思想は後退し，
逆に，生存権の範囲を「勤労被搾取人民」に
限定し，「搾取階級」の生存権を否定する傾
向が強まっていった｡ 
 6. ネップの終焉以降，生産手段の国家管
理は，生存を保証する手段としてよりも急速
な重化学工業化を達成する手段として重視
されるようになり，「五カ年計画」の実施を
通じて，社会主義は生産手段の国家管理それ
自体と同一視されるようになり，そのような
ものとして最大の影響力を獲得した｡ 
 7. しかし，生存の社会的保証という理念
と，生産手段の国家管理の結びつきは必然的
なものではなく，市場や私的所有の枠組みの
内部でも，その部分的な制限を通じて，生存
権の実現や生存権の内容の豊富化をはかる
ことは可能であり，その意味で社会主義の理
念にはまだ可能性が残されている｡ 



 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している｡ 
（理由）本研究を通じて，社会主義思想の

なかに，ユートピア社会主義とマルクス主義
の対比にとどまらない多様な潮流があるこ
と，またそれらは外見上の多様性にもかかわ
らず，個人の生存の社会的保証という理念が
占める位置やそれを実現するための手段を
どのようなものと考えるかという点によっ
て対比可能であることが明確となってきた｡
マルクスの登場とロシア革命以降，生産手段
の社会化と計画経済の樹立という制度的変
革と一体化してきたことが論理的必然では
なく，一つの歴史的過程の帰結であるという
認識が得られたことによって，社会主義の歴
史と（残された）可能性を，従来とは異なる
視点から回顧し展望する手がかりが得られ
たと考えている｡ 
 

４．今後の研究の推進方策 
社会主義思想の歴史的変容については研

究成果の項目に記した通りであるが，ロシア
革命以後の社会主義の歴史において，普遍的
生存権の理念から，搾取者の生存権を否定す
る思想への転換がいかに生じ，またそれがさ
らに重化学工業化の熱狂的追求といかに結
びついていったかという問題については，さ
らに立ち入った考察を行う必要がある．この
点については，「働かざる者食うべからず」
という古くからの，ある意味で市場原理に適
合的な理念と，社会主義の理念や運動はどの
ような関係にあったかという点の解明が課
題となろう｡またこれとあわせて，社会主義
の中心から除外された生存権思想は，非マル
クス主義的社会主義や人道主義改良思想を
含む種々の思想潮流のなかで新たな位置を
獲得していったが（その今日的な表現の一つ
がベーシック・インカム論である），その経
過や背景についても検討を行いたい｡ 
 

５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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